
興

福

寺

別

当

僧

正

良

円

ー

延

慶

本

『
平

家

物

語

』

三

本

・
廿

二

〈
興

福

寺

常

楽

会

被

行

事

〉

を

め

ぐ

っ
て
―

服

部

幸

造

前
稿

「南
都
炎
上
後

の
興
福
寺
常
楽
会
ー
延
慶
本

『
平
家
物
語
』
三
本

・
廿

二

〈
興
福
寺
常
楽
会
被
行
事
〉
を
め
ぐ

っ
て
ー
」
(
注
1
)
に
お
い
て
、
延
慶
本

・
長

門
本
の
記
事
を
検
討
し
た
。

今

一
度
延
慶
本
の
問
題

の
記
事
を
示
す
。

a
　
三
月

一
日
、
東
大
寺

・
興
福
寺

ノ
僧
綱
等
、
本
位

二
復

シ
、
寺
領
等
如
元

知
行

ス
べ
キ
ヨ
シ
、
宣
下

セ
ラ
ル
。

b
　
此
上

ハ
大
会
共
被
行

ベ
シ
ト
県
僉儀

ニ
テ
、
恒
例

ノ
三
会
被
行
。

c
　
十

四
日
舎
利
会
、
十
五
日
涅
槃
会
、
如
常
。
仏
力
尽

ヌ
ル
カ
ト
ミ

ヘ
ツ
ル

ニ
、
法
燈

ノ
光

キ

ヘ
ズ

シ
テ
被
行

コ
ソ
目
出

ケ
レ
。
十
六
日
常
楽
会
也
。
此

会
ト
申

ハ
、
南
閻
浮
提
第

一
会

ナ
リ
ト
云

フ
。

d
　

サ
レ
バ
、
日
本
国

ノ
人

ノ
炎
魔

ノ
庁

二
参

リ
タ
ム
ナ
ル

ニ
ハ
、
興
福
寺

ノ

常
楽
会

ハ
拝

ミ
タ
リ
シ
カ
ト
、
先

一
番
ニ

炎
魔
大
王

ノ
問
給

ト
申
伝

タ
リ
。

e
　
サ
レ
バ
、
鳥
羽
院

ノ
鳥
羽
殿

ヲ
御
造
立
有
テ
、
此
会

ヲ
移

テ
行

ハ
セ
給

ケ

ル
ニ
、
恐

ハ
本
寺

ニ
ハ
劣

タ
リ
ト
云
沙
汰
有
テ
、
其
後

ハ
又
モ
被
行
ザ
リ
ケ

リ
。

f
　
此
寺

ノ
下

ハ
龍
宮
城

ノ
上

ニ
ア
タ
リ
タ
ル
故
ニ

、
楽
ノ
拍
子
モ
舞

ノ
曲
節

モ
殊

ニ
澄
ト
カ
ヤ
。

g
　

サ
レ
バ
、
尾
張
国

ヨ
リ
熱
田
大
明
神

ノ
見
物
ニ

渡

セ
給

ナ
レ
バ
、
川
南
補

ト
云
舞

ヲ
マ
フ
。
中
門

ノ
前
デ
、
三
尺

ノ
鯉

ヲ
切
テ
酒
ヲ
飲

ヤ
ウ
ヲ
舞
ト
カ

ヤ
。
河
南
補

ノ
包

丁
、
古
徳
楽

ノ
酒
盛
ト
ゾ
是
ヲ
云
ナ
ル
ベ
シ
。

h
　
別
当
僧
正
良
円
ノ
沙
汰
ト
シ
テ
、
楽
人

ノ
禄
物
、
常

ヨ
リ
モ
花

ヲ
折
リ
月

ヲ
ミ
テ
、
度

カ
サ
ネ
ラ
レ
ケ
レ
パ
、
目
出
見
物

ニ
テ
ゾ
有

ケ
ル
。

前
稿

で
は
、

①
治
承

五
1
1
8
1年

三
月
の
記
事

の
中

に
あ
る

「常
楽
会
再
興
」
は
、
い
つ
の
こ

と
で
あ
る
の
か
曖
昧
で
あ
る
。
史
実
で
は
こ
の
年

二
月

の
常
楽
会
は
禅
定
院

で
行
わ
れ
た
。

②
十
四
日
舎
利
会
、
十

五
日
涅
槃

会
、
十
六
日
常
楽
会
、
と
い
う
の
は
誤
り
で
、

涅
槃

会
と
常
楽
会
は
同
じ
も

の
で
あ
り
、
興
福
寺
常
楽
会
の
翌
日
は
法
華
会

と
呼
ば
れ
て
い
た
。

③
菅
家
本

『
諸
寺
縁
起
集
』

に
よ
れ
ば
、
十
四
日
の
舎
利
会

(報
恩
会
と
も
言

う
)
が
始
め

ら
れ
た
の
は
、
承
元

二
1
2
0
8
年

の
こ
と
で
あ

っ
た
と
言
う
。
こ

れ
が
正
し
け
れ
ば
、
延
慶
本
な
ど

の
記
事
に
は

二
十

八
年
後

の
こ
と
が
紛
れ

込
ん
で
い
る
。

と

い
う

こ
と
を
確
認
し
た
。
本
稿
で
は
残
さ
れ
た
、
別
当
僧
正
良
円
に
つ
い
て
述

べ
る
。



h
に

つ
い
て

延
慶
本

.
長
門
本
は
最
後

に

「別
当
僧
正
良
円
」

の
沙
汰
に
よ
る
楽
人

へ
の
禄

物
が
す
ば
ら
し
い
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
興
福
寺

の
別
当
僧
正
良

円
と
は
九
条
兼
実
の
息

で
あ
る
。
興
福
寺
再
建

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
信
円

の
弟
子
で
、
二
度
別
当

に
な

っ
て
い
る
。
初
度
は
承
元
1
2
0
7
年
正
月

二
十

二
日

で
あ
り
、
翌
承
元
二
年

二
月
六
日
に
辞
し
て
い
る
。
二
度
目
は
建
保
六
1
2
1
8年
十

二
月

二
十

六
日
で
あ
り
、
承
久

二
1
2
2
0年
正
月
十

四
日
、
別
当

の
ま
ま
亡
く
な

っ

た
。
四
十

二
歳
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
良
円
が
興
福
寺
別
当
で
あ

っ
た
時

の
常
楽

会
は
、
承
元
1
2
0
7
年
と
承
久
元
1
2
1
9年

の
二
度

の
み
な
の
で
あ
る
。
先
に
見

た
菅
家
本

『
諸
寺
縁
起
集
』

に
あ

る
舎
利
会

の
始
ま
り
と
さ
れ

る
承
元

二
年

の
常

楽
会
に
は
そ

の
直
前

に
辞
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
信
ず
れ
ば
舎
利
会

・
常
楽
会

・
法
華
会
の
三

つ
を
良
円
が
別
当
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
承
久
元
年

の

み
と
な
る
。
た
だ
し
治
承
五
1
1
8
1年

の
別
当

は
信
円
で
あ

つ
た
か
ら
、
信
円
を
良

円
と
誤

つ
た
の
で
あ
れ
ば
問
題
は
別
で
あ
る
。

良

円

の

こ
と

最
後

に
良
円
と

い
う
人
物

に
つ
い
て
触
れ

て
お
く
。
良
円
と

い
う
名
の
僧
侶
は
、

延
慶
本
と
長
門
本
に
は
こ
れ
以
前
、
第

一
本

・
二

〈
得
長
寿
院
供
養
事
　
付
導
師

山
門
中
堂

ノ
薬
師
之
事
〉

に
で
て
く
る
。
鳥
羽
院

の
御
願
寺
で
あ
る
得
長
寿
院
供

養

の
導
師
に
天
台
座
主
が
定

め
ら
れ
た
が
、
座
主
が
こ
れ
を
辞
退
し
た
た
め
に
、

寺

々
の
高
僧
た
ち
十
三
人
が
導
師
を
望

み
申
し
た
。
そ

の
十
三
人

の
中
に

「園
城

寺
権
大
僧
都
良
円
」

の
名
が
あ
る
。
こ
れ
ら
十
三
人
の
僧
名

は
い
ず
れ
も
特
定
で

き
な

い
。
渥
美

か
を
る

・
冨
倉
徳
次
郎
氏
が
そ
の
特
定
を
試

み
ら
れ
た
が
、
い
ず

れ
も
確
実
な
も
の
と

は
言
え
な

い

(注
2
)
。
渥
美
氏
は
こ
の

「園
城
寺
権
大
僧
都

良
円
」
を

「
興
福
寺

の
別
当
に
な

っ
た
良
円
」
と
考
え
ら
れ
、

「十

三
人

の
僧
名

は
、
供
養
当
時

の
人

で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
お
よ
そ

一
世
紀
後
の
、
十
三
世
紀
前

半

の
、
主
と
し
て
藤
原
家

の
関
係
者
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。」
と
さ
れ
た
。

い
ず
れ

に
せ
よ
こ
の
問
題
は

い
ま
だ
解
決
さ
れ
て
は
い
な

い
。

こ
の
時
代

の
興
福
寺
院
家

(
一
乗
院
と
大
乗
院
)

の
相
承
を
め
ぐ
る
摂
関
家
内

(
近
衛
家
と
九
条
家
)
の
人
脈
と
争

い
に
つ
い
て
は
、
大
山
喬
平

・
安
田
次
郎
氏

に
よ
る
す
ぐ
れ
た
研
究
が
あ
り

(注
3
)
、
以
下
も
そ
れ
ら
を
参
照

し
な
が
ら
述

べ
る
も

の
で
あ
る
。

良
円
は
九
条
兼
実

の
息

で
あ
り
、
同
母
兄
弟

に
は
慈
円

の
弟
子
で
あ
り
天
台
座

主

に
も
な

っ
た
良
快
が
い
る
。
異
腹
の
兄
弟
に
良
尋
が
お
り
、
こ
れ
も
慈
円
の
弟

子
と
な

っ
た
が
、
慈
円
と
対
立
し
比
叡
山
を
下
り
た

(注
4
)
。
兼
実
は
同
腹

の
二

人
を
出
家
さ
せ
、

一
人
を
延
暦
寺

に

一
人
を
興
福
寺

に
送
り
込
む
こ
と
を
考
え
て

い
た
。
『
玉
葉
』
文
治

三
1
1
8
7年
十
月

二
十
七
日
の
記
事
に
、
小
童

(良
円
)
が

僧
正

(信
円
)
と
共

に
南
都

に
下
向
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
良
円

が
九
歳
で
あ

っ
た
こ
と
は
同
年

一
月
十
七
日
の
記
事

に
あ
る
。
ま
た
同
年
十

一
月

二
十
七
日
の
記
事
に
は
十

一
歳
の
小
童

(良
尋
)
が
慈
円

の
下
で
出
家
し
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
兼
実

の
政
治
的
野
望
は
見
事
な
布
石
を
打

っ
て
い

っ
た
よ
う

に
見
え
る
。
彼
は
延
暦
寺
で
は
同
母
弟

の
慈
円
を
、
興
福
寺

で
は
異
腹
弟

の
信
円

を
信
頼
し
て
い
た
。
信
円
は
そ
の
血
筋
か
ら

い
え
ば
近
衛
家

に
近

い
が
、
早
く
か



ら
兼
実
と
信
円
の
親
密
な
関
係
が
見
ら
れ
、
信
円
は
後

々
ま
で
興
福
寺

に
お
け
る

近
衛
家

の
勢
力
を
封
じ
、
九
条
家
の
た
め
に
は
た
ら

い
て
い
る
。

『
玉
葉
』

の
文
治

五
1
1
8
9年
十
月
入
日
の
記
事
に
、
僧
正

(信
円
)
が
兼
実

の

所

に
来
、
「小
童
」
を
具
し
て
南
都

に
下
る
予
定
で
あ
る
と
語

っ
た
と
あ
る
が
、
建

久
元
1
1
9
0年
十
月
以
降
良
円
は

「奈
良
禅
師
」
と
記
さ
れ
、

「大
乗
院
日
記
目
録

巻

一
」

(
注
5
)

の
文
治
五
年

の
項
に

「良
円
出
家
、
十

一
、
信
円
僧
正
弟
子
し

と
あ
る
か
ら
、
良
円
の
出
家

の
年
は
文
治

五
年

の
暮
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
良

円
十

一
歳

で
あ

っ
た
。
良
円
は
幼
く
し
て
す
ぐ
れ
た
能
力
を
発
揮
し
た
よ
う
で
、

建
久
元
年
十

一
月

二
十
四
日
、
上
京
し
た
奈
良
禅
師

の
竪
義
を
聴
聞
し
た
兼
実

は
、

「所
作

の
優
美
、
実
に
耳
を
驚

か
す
。
問
答
成
敗
、
幼
年

の
な
す
所
に
あ
ら
ず
。

偏
に
大
明
神

の
加
護
な
り
。
歎
美
す

べ
し
と
云
々
」
と
記
し
て
い
る
。
親
馬
鹿
と

ば

か
り
は
言
え
な

い
も

の
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
建
久

二
1
1
9
1
年
閏
十

二
月
十

九
日
の
記
事

に
も
、
別
当
覚
憲
と
面
談
し
た
兼
実
は
、
「禅
師
所
作
未
曾
有
之
由
、

感
歎
無
極
」
と
記

し
て
い
る
。

建
久
七
1
1
9
6年
、
維
摩
会
講
師
を
勤
め
た
。
権
少
僧
都
、
十

八
歳

(注
6
)
。

こ
の
時
の
も

の
と
思
わ
れ
る

「良
円
草
維
摩
会
講
師
自
謙
句
」
が
東
大
寺
図
書
館

蔵

『
大
会
以
下
表
白
、
自
謙
、
秀
句
等
』

に
収
め
ら
れ
て
い
る

(
注

7
)
。
建
永

元
1
2
0
6年
、
維
摩
会
探
題
、
法
印
権
大
僧
都
、
二
十
八
歳
。
こ
の
時

の
探
題
予
定

者
が
辞
退
し
た
た
め
、
雅
縁

の
推
挙
に
よ

っ
て

「良
円
法
印
」

に
命
ぜ
ら
れ
た
こ

と
は
、
『猪
隅
関
白
記
』
同
年

五
月
十

八
日
条
に
あ

る
。

°

承
元
1
2
0
7
年
、
正
月

二
十

二
日

(
「
二
十

五
日
」
と
す
る
も

の
も
あ
る
)
、
興

福
寺
別
当
。
権
僧
正
、

二
十
九
歳
。
維
摩
会
探
題
、
こ
の
時

の
講
師
は
近
衛
家
出

身

の
権
少
僧
都
実
信
で
あ

っ
た
。
『
三
会
定

一
記
』
は

「抑
今
年
維
摩
会
勝
事
非

一
。
講
師
者
、
近
衛
禅
定
殿
下
御
息
、
当
時
関
白
御
弟
也
。
専
寺
探
題
者
、
故
九

条

入
道
殿
下
御
息
也
」
と
記
す
。
こ
の
実
信
は
良
円
の
弟
子
と

い
う
こ
と
に
な

っ

て
い
た

(
注
8
)

の
で
、
良
円
の
死
後
、
雅
縁
か
ら
良
円
が
譲
り
受
け
た

(
あ
る

い
は
雅
縁

の
死
後
譲
り
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
)
遺
跡
を
、
実
信
は
自
分
が

相

承
す
る
と
主
張
し
た
。
雅
縁
か
ら
相
談
を
う
け
た
信
円
は
、
実
信
は
雅
縁
の
門

室

に
入

つ
た
者
で
は
な
い
と

の
理
由
で
こ
れ
に
反
対
し
、
道
家

の
若
君

(円
実
で

あ
ろ
う
)

に
譲
る
よ
う
計
ら

っ
た

(
注
9
)
。

承
元

二
年

二
月
六
日
、
別
当
辞
退
。

『興
福
寺
別
当
次
第
』

に
は
、

「或
者
、
御

寺
連

々
不
閑
之
上
、
御
所
労
之
故
也
」
と
記
す
。
『猪
隅
関
白
記
』
の
同
年

二
月
七

日
条
に
も

「権
僧
正
良
円
」
が
所
労
に
よ

つ
て
別
当
を
辞
す
と
あ
る
。

建
保
六
1
2
1
8年
十

二
月

二
十
六
日
、

二
度
目
の
別
当
。
四
十
歳
。
承
久
元
1
2
1
9

年
四
月
、
僧
正
。
『
興
福
寺
寺
務
次
第
』
『興
福
寺
略
年
代
記
』
『
興
福
寺

三
綱
次

第
』

に
よ
れ
ば
、
承
久

一
一年
正
月
十

四
日
、

一
条
院
に
お
い
て
入
滅
。
四
十

二
歳

で
あ

っ
た
。
た
だ
し

「大
乗
院
日
記
目
録
　

巻

一
」
に
は

「
五
月
十
四
日
、
僧
正

良
円
入
滅
　

四
十
二
、
菩
提
山
常
光
院
御
墓
」
と
あ
る
。

こ
の
他

『
明
月
記
』
元
久
元
1
2
0
4年

五
月
十

五
日
の
記
事
に
、
最
勝
講
に
出
席

し
た

「入
道
殿
下
御
子
息
両
人
」

の
所
作
が

「殊
勝
」
で
あ
り
、
聞
く
者
は
こ
れ

を

「称
讃
」
し
た
と
あ
る
。
良
円
法
印

(
二
十
六
歳
)
と
良
快
僧
都

の
二
人
で
あ

る
。良

円
は
僧
侶
と
し
て
の
資
質
に
め
ぐ
ま
れ
、
よ
く
研
鑽

し
、
父
の
兼
実
や
、
叔

父
で
あ
り
師
で
あ
る
信
円
が
期
待
を
か
け
、
兼
実
の
政
敵
源
通
親
の
弟
雅
縁
か
ら



譲
り
を
受
け

る
ほ
ど
の
人
で
あ

っ
た
が
、
精
神
的
に
も
肉
体
的

に
も
弱
か

っ
た
よ

う
で
、
別
当

の
期
間
は
二
度
と
も
短

い
。
良
円
が
別
当
と
し
て
常
楽
会
を
行

っ
た

の
は
、
承
元
元
年
と
承
久
元
年

の
二
度
の
み
で
あ

つ
た
。
九
条
家

の
兄
良
経
が
、

良
円
初
度
別
当
の
前
年

の
建
永
元
1
2
0
6年
に
亡
く
な
り
、
父
兼
実
が
承
元
元
年
四

月
に
亡
く
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う

に
九
条
家
が
昔
日
の
勢
力
を
失

っ
た
な
か
で
、

常
楽
会
に
お
い
て
多
く

の
禄
物
を
出
す
こ
と
が

で
き
た
と
す
れ
ば
、
晩
年
の
父
兼

実
か
、
円
実

の
父
道
家

の
力
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
。

(
注
)

1
 
福
田
晃
編

『
伝
承
文
化

の
展
望
-
日
本

の
民
俗

・
古
典

・
芸
能
-
』

(
二
〇

〇
三
年

一
月
刊
行
予
定
 

三
弥
井
書
店
)

2
 
渥
美
か
を
る

「説
話
形
成
に
つ
い
て
の

一
考
察
-
平
家
物
語
長
門
本
の
得
長

寿
院
供
養
譚
を
め
ぐ

っ
て
-
」
(
「
文
芸
研
究
」
42

一
九

六
二
年
九
月
)
、
冨
倉

徳
次
郎

『
平
家
物
語
全
注
釈

下
巻

(
二
)
』

(
一
九

六
八
年

八
月

角

川
書

店
)

3
 
安
田
次
郎

「中
世
興
福
寺
と
信
円
」

(
『中
世
興
福
寺
と
大
和
』

二
〇
〇

一
年

六
月

山
川
出
版
社
)
、
大
山
喬
平

「近
衛
家
と
南
都

一
乗
院
」

(岸
俊
男
教
授

退
官
記
念
会
編

『
日
本
政
治
社
会
史
研
究
 

下
』

一
九
八
三
年

塙
書
房
)

4
 
多
賀
宗
隼

「慈
円
と
良
尋
」

(『
論
集
中
世
文
化
史
 

下
』

一
九
八
三
年
九
月

法
蔵
館
)

5
 
増
補
続
史
料
大
成

『大
乗
院
寺
社
雑
事
記
十

二

補
遺

・
日
記
目
録
』

6
 

『
三
会
定

一
記
』

(大
日
本
仏
教
全
書
1
2
3)
に
は

「十
九
」
と
あ
る
。
以
下

同
書
は
年
齢
が

一
つ
ず

つ
ず
れ
て
い
る
。

7
 
永
村
真

『
中
世

寺
院
史
料
論
』

(
二
〇
〇
〇
年
十

一
一月
 

吉

川
弘
文
館
)

2
6
9

頁

8
 

『
春
日
社
記
録
』

「中
臣
祐
明
記
」
承
元
三
年

〔
己
巳
〕
日
記

に
、
「
〔普
賢
寺

殿
歟

〕
近
衛
入
道
殿
下
御
子
息
、
小

々
将
殿
御
腹
若
君
御
前
、
正
月
日

一
乗
院

僧
正
御
坊
御
弟
子

二
令
被
成
天
、

二
月
五
日

〔
己
巳
〕
、
春
日
社
巳
時
御
参

詣
」

と
あ
る
。

(増
補
続
史
料
大
成

『
春
日
社
記
録

一
』
1
0
7頁
)

9
 

『鎌
倉
遺
文
』

四
-

二
六
四
〇

「興
福
寺
別
当
雅
縁
譲
状
案
」



良
円
関
係
系
図

(興
福
寺
別
当
に
は

「別
当
」
と
記
し
、
『諸
寺

別
当
井

〔維
摩
会
天
台

三

会
〕
講
師
等
次
第
』
の

「興
福
寺
別
当
次
第
」
の
番
号
を
付
し
た
。)



良円関係年譜　(*は 「大乗院日記 目録にあるもの。」


